
実
範
の
訓
読

－
　
東
寺
観
智
院
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
の
訓
読
を
中
心
に

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
実
範
の
訓
点
資
料

二
、
実
範
の
訓
読
と
東
大
寺
点
加
点
資
料
の
訓
読

三
、
他
宗
派
に
お
け
る
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
詞
儀
軌
の
訓
読

四
、
随
心
院
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
詞
儀
軌
の
訓
読

お
わ
り
に

松
　
　
本
　
　
光
　
　
隆

は
じ
め
に

平
安
時
代
も
後
半
の
平
安
後
期
、
院
政
期
の
仏
書
に
お
け
る
訓
読
は
、
固
定
的
に
伝
承
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
の
が
定
説
的
に
説
か
れ
て
き

た
。
確
か
に
、
あ
る
訓
点
資
料
を
、
全
く
移
点
し
て
仮
名
や
ヲ
コ
ト
点
に
至
る
ま
で
忠
実
に
伝
え
よ
う
と
し
た
資
料
も
存
す
る
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
見
方
は
、
こ
の
時
代
の
仏
書
訓
点
資
料
の
実
態
全
体
を
覆
い
尽
く
し
た
見
方
で
は
な
い
。
平
安
後
半
期
の
仏
書
の
訓
読
の
実
態
の

一
面
で
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
一
方
で
、
訓
読
の
改
変
が
行
わ
れ
、
訓
読
法
の
変
化
、
変
遷
が
あ
っ
た
の
も
事
実
の
こ
と
と
認

め
ら
れ
る
。

実
　
範
　
の
　
訓
　
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

本
稿
で
は
、
こ
の
間
題
を
取
り
上
げ
て
、
中
川
上
人
実
範
の
訓
読
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

一
二
〇

一
、
実
範
の
訓
点
資
料

中
川
上
人
実
範
は
、
藤
原
貿
頼
流
、
藤
原
顕
贅
の
第
四
子
と
し
て
生
ま
れ
、
最
初
、
興
福
寺
に
投
じ
て
法
相
を
修
学
し
た
が
、
後
、
理
教

房
教
眞
に
つ
い
て
明
算
の
流
を
、
又
、
小
野
流
の
厳
覚
に
つ
い
て
東
密
を
修
め
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
又
、
横
川
に
お
い
て
明
賢
に
従
い
、
台

密
を
も
兼
学
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
没
年
は
、
藤
原
頼
長
の
台
記
、
天
養
元
年
（
二
四
四
）
九
月
十
日
の
条
に
、
光
明
山
に
お
け
る
入
滅

の
記
事
が
あ
っ
て
、
そ
の
こ
ろ
と
理
解
さ
れ
る
が
、
生
年
が
不
明
で
、
何
歳
で
没
し
た
も
の
か
も
明
確
で
は
な
い
。
実
範
の
実
兄
に
当
た
る

藤
原
顕
安
の
第
三
子
に
、
天
台
宗
法
量
流
の
相
賓
が
あ
る
が
、
相
宴
は
、
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
の
生
ま
れ
で
あ
っ
て
、
実
範
の
生
年
も
院

政
期
初
頭
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
実
範
は
、
院
政
期
前
半
に
、
高
野
山
、
大
和
中
川
成
身
院
、
山
城
光
明
山
な
ど
で
活
躍
し
た
僧
侶

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

（1）

実
範
の
関
係
の
加
点
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
築
島
裕
博
士
の
御
高
論
が
存
す
る
。
現
存
の
成
身
院
本
を
中
心
に
収
拾
整
理
さ
れ
て
論

ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
真
言
宗
の
喜
多
院
点
所
用
資
料
の
訓
読
語
の
中
に
は
、
法
相
宗
な
ど
の
場
合
と
異
な
り
、
古
い
訓
法
を
残
さ
ぬ

事
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

実
範
の
自
筆
加
点
資
料
と
考
え
ら
れ
る
資
料
は
、
現
在
の
所
、
以
下
の
二
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。

I
、
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
詞
儀
軌
（
東
寺
観
智
院
蔵
第
一
三
一
函
第
一
六
号
）

①
朱
点
、
保
安
元
年

（
奥
書
）
　
保
安
三
年
夏
於
成
身
院
鮎
畢
／
是
依
誠
謹
後
輩
勿
改
案
範
記

（
別
筆
）
　
「
右
実
範
筆
跡
賢
賓
持
本
彼
此
／
殊
勝
也
補
綴
了
博
請
来
葉
臭
／
延
享
第
三
歳
次
丙
寅
孟
春
晦
日
／
僧
正
賢
賀
欄
欄
三
」

H
、
軍
茶
利
儀
軌
（
長
谷
寺
）
　
〔
櫛
田
艮
洪
『
覚
鎖
の
研
究
』
〕



「
天
承
三
、
中
川
寺
移
点
、
賓
範
」

以
下
に
は
、
東
寺
観
智
院
蔵
の
金
剛
界
儀
軌
保
安
三
年
点
を
取
り
上
げ
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
が
、
こ
の
金
剛
界
儀
軌
の
奥
書
に
は
、

右
の
如
く
の
記
載
が
存
し
て
い
る
。
実
範
は
、
自
ら
の
訓
説
が
「
誠
澄
」
　
で
あ
る
旨
を
述
べ
、
後
世
の
改
変
を
戒
め
て
い
る
。
自
身
の
訓
読

の
如
何
な
る
点
を
指
し
て
「
誠
讃
」
と
言
っ
た
の
か
は
、
こ
の
奥
書
か
ら
だ
け
で
は
明
確
で
は
な
い
。
本
文
自
体
の
問
題
を
含
ん
だ
も
の
か

も
知
れ
ず
、
陀
羅
尼
読
詞
の
問
題
を
指
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
又
、
金
剛
界
儀
軌
と
い
う
書
自
体
が
、
事
相
関
係
の
書
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
文
脈
の
理
解
の
異
同
に
関
す
る
問
題
は
、
諸
尊
供
養
の
修
法
の
異
同
に
直
結
す
る
場
合
も
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
に
は
、
実
範
自
筆

加
点
の
金
剛
界
儀
軌
の
正
文
の
訓
読
語
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
実
範
の
訓
読
と
東
大
寺
点
加
点
資
料
の
訓
読

実
範
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
を
、
現
在
知
ら
れ
る
平
安
時
代
の
他
の
金
剛
界
儀
軌
加
点
資
料
の
訓
読
と
比
較
し
、
そ
の
中
に
位
置
づ
け
る

と
す
る
と
、
真
言
宗
も
小
野
流
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
に
共
通
す
る
特
徴
を
有
す
る
よ
う
で
あ
り
、
大
き
く
は
、
真
言
宗
小
野
流
の
訓
読
の

（2）

系
統
に
属
す
る
も
の
と
認
め
て
良
い
よ
う
で
あ
る
。

以
下
、
実
範
の
訓
読
法
を
、
助
字
を
中
心
と
し
て
真
言
宗
小
野
流
系
統
に
属
す
る
東
大
寺
点
加
点
資
料
の
訓
読
法
と
比
較
す
る
こ
と
と
す

る
。
取
り
上
げ
た
東
大
寺
点
加
点
資
料
は
、
石
山
寺
蔵
（
校
倉
第
一
二
函
第
四
号
）
寛
仁
四
年
点
、
高
山
寺
蔵
（
第
六
二
函
第
二
号
）
保
安
元
年

点
、
石
山
寺
蔵
（
校
倉
第
一
二
函
第
一
六
号
）
天
養
二
年
点
、
高
山
寺
蔵
（
第
二
五
函
第
三
〇
号
）
鎌
倉
初
期
点
の
四
点
で
あ
る
。

先
ず
、
「
者
」
字
の
訓
読
を
取
り
上
げ
る
。
実
範
点
で
は
、
何
れ
の
「
者
」
字
に
つ
い
て
も
訓
読
を
示
す
べ
き
加
点
が
認
め
ら
れ
な
い
が
、

「
モ
ノ
」
訓
を
与
え
て
統
一
的
に
訓
読
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
実
範
の
訓
読
に
比
べ
、

実
　
範
　
の
　
訓
　
読



鎌
　
倉
　
時

（
タ
マ
）
　
へ
ル
　
イ
ル
に

①
臨
　
　
般
　
無
　
能

（
タ
）
ま
へ
る

シ
タ
マ
フ
　
　
　
ナ
ム
ト

ヘ
ル

タ
マ
ヒ
ナ
ム
ト
ス
ル

代
　
語
　
研
　
究

浬
　
架
（
反
）
者

ヽ
に
　
　
と
（
ト
）
は

に
　
（
ヒ
）
ト
ヲ

（
反
）
　
　
を

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

に
　
　
ヒ
ト
ヲ

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

せ
む

②
修
　
行
　
玲

せ
む

す
る

せ
む

を

伽
（
反
）
者

ヽ
を
　
　
と
（
ト
）

ヽ
を

　

　

　

の

を

　

ヒ

ト

の
如
く
、
東
大
寺
点
で
は
、

ク

　

　

　

る

　

　

　

　

　

　

　

　

の

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

（
注
、
東
大
寺
点
加
点
資
料
に
お
い
て
加
点
の
存
し
な
い
場
合
は
、
そ
の
用
例
を
省
く
こ
と
が
あ
る
。
以
下
同
。
）

一
般
に
古
い
訓
法
と
説
か
れ
る
「
ヒ
ト
」
訓
を
与
え
た
例
が
認
め
ら
れ
る
と
共
に
、

あ
ー

③
能
　
興
　
種
　
種
　
衣
　
厳
　
身
　
資
　
具
（
反
）
者

ア
（
タ
フ
）
る
　
　
　
　
の

く
　
ア
タ
フ
ル
　
　
　
　
　
　
の

を
（
反
）
　
ヲ

を
（
反
）
モ
ノ
を

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

の
如
く
、
「
モ
ノ
」
訓
を
与
え
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
「
者
」
字
の
訓
読
に
お
い
て
、
東
大
寺
点
加
点
資
料
で
は
、
場
合
に
依
っ
て
「
ヒ
ト
」

訓
、
「
モ
ノ
」
訓
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
実
範
点
で
は
、
「
モ
ノ
」
訓
が
統
一
的
に
与
え
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

「
及
」
字
の
訓
読
で
は
、



す

　

　

　

　

し

　

と

④
應
　
随
　
喜
　
勒
　
請
　
及
　
費

LLLL

LLLL

せ
（
ヨ
）

願
。00

°0

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
童
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

な
ど
の
例
を
初
め
と
し
て
、
実
範
点
に
お
い
て
は
、
「
及
」
字
に
対
す
る
加
点
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、
東
大
寺
点
資
料
に
は
、
い
ず
れ
に
も
加

点
さ
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
な
い
。
実
範
点
と
東
大
寺
点
と
を
比
較
す
る
に
、

ヒ

⑤
緑
　
覚
　
馨
　
聞
　
及
　
有
　
情

ととと

な

ら

む

⑥
如
　
金
　
剛

ととと憧

〔
〕

〔
〕〇

のとと
の

と
の

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

の

及
　
普
　
賢
。

く
（
ナ
ラ
）
　
ム

く
（
ナ
ラ
）
ム

と

　

　

〇

と

　

　

〔

〕

と

　

　

〔

〕

と

　

　

〔

〕

実
　
範
　
の

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
童
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
四

な
ど
の
例
が
存
し
、
実
範
点
で
は
「
オ
ヨ
ビ
」
と
訓
読
さ
れ
、
東
大
寺
点
資
料
に
お
い
て
は
、
助
詞
「
ト
」
が
読
み
添
え
ら
れ
て
、
「
及
」
字

を
不
読
と
し
た
と
判
断
さ
れ
る
加
点
例
が
存
す
る
一
方
で
、

の

　

　

　

　

と

　

　

　

　

の

　

　

　

　

　

　

　

と

⑦
此
　
界
　
及
　
飴
　
界
‥
‥
地
　
中
　
及
　
海
　
中

の

　

　

　

のヽの
　
　
　
　
　
　
の

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

に

　

す

⑧
神
　
通
　
及
　
福
　
智
　
現
　
世
　
同
　
薩

に

ヽ

に

　

　

　

　

シ

の

　

　

　

の

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

に
　
L
　
　
　
に
。
　
　
（
鎌
倉
初
期
点
）

な
ど
、
東
大
寺
点
に
お
い
て
前
掲
⑤
⑥
の
如
き
読
み
添
え
の
助
詞
「
ト
」
の
加
点
の
な
い
も
の
が
存
し
て
、
こ
の
例
の
場
合
、
「
オ
ヨ
ビ
」
訓

が
与
え
ら
れ
て
訓
読
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
東
大
寺
点
資
料
に
お
け
る
「
及
」
字
の
訓
読
は
、
場
合
に
よ
っ
て
不
読

と
さ
れ
、
あ
る
い
は
、
「
オ
ヨ
ビ
」
訓
が
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
範
点
に
お
い
て
は
統
一
的
に
「
オ
ヨ
ビ
」
と
訓

読
さ
れ
た
も
の
と
認
め
て
矛
盾
は
な
い
。

「
而
」
字
の
訓
読
を
検
討
す
る
と
、
実
範
点
で
は
文
中
に
存
す
る
場
合
に
不
読
と
し
、
文
頭
に
位
置
す
る
場
合
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
と
訓
ぜ
ら

れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、



し
て

⑨
弾
　
指
　
〔
而
〕
　
驚
　
璧

し
て
　
　
　
　
　
も

タ
フ
サ
を
　
　
て

⑩
次
　
腕
　
合

に
　
タ
フ
サ
を
　
　
て

し
て

し
てて

し
て

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

て

を

　

て

　

〔

〕

ウ

テ

を

　

て

　

〇

へ

振
。

フ
ル
ヘ

ル
へへへ

⑰
我
　
薦
　
普
　
供
　
養
一

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

の

　

の

　

　

　

　

を

　

　

　

　

　

カ

切
　
諸
　
如
　
来
（
反
）
〔
而
〕
作
　
事

の

　

　

　

く

の

　

　

　

く

た
て
ま
つ
り

タ
テ
マ
ツ
い
ソ
て

し

を
（
反
）
　
　
し
て
　
す
か

〇

　

　

カ

（反）

を
（
反
）

を

　

な

り

と

業
（
反
）
故
。

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

0

を
　
　
　
　
　
と

0

を
（
反
）
　
な
り

°

を
（
反
）
　
な
り

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

東
大
寺
点
で
は
文
中
の
「
而
」
字
の
訓
読
に
、
不
読
と
さ
れ
る
他
に
、
⑨
の
「
シ
カ
モ
」
訓
や
、
⑩
の
保
安
三
年
点
の
如
き
「
テ
」
訓
、
⑪

の
寛
仁
四
年
点
の
「
シ
カ
ウ
シ
テ
」
訓
な
ど
が
認
め
ら
れ
て
、
様
々
な
訓
読
が
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

実
　
範
　
の
　
訓
　
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

「
於
」
字
の
訓
読
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、

は

　

て

　

に

⑫
不
　
動
　
悌
　
於
　
心
（
反
）0

を
は
　
て
せ
よ
　
に

を
は
　
　
　
　
　
　
に

を
は
　
　
け
　
　
に

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

ま

⑬
不
　
動
　
悌
l
　
〔
於
〕

を

は

　

　

オ

け

ま

額
ヽ

に

0
0

に

ヽ

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

し

て

　

を

⑭
旋
　
舞
　
掌

し
て
　
　
に
せ
よ

し
て
　
　
を

し
て
　
　
を

し
て
　
　
を

〔於〕

O

J
ノケ

に
せ
よ

頂

0
に

0

に

°

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

一
二
六



の
如
き
例
が
存
す
る
。
右
の
例
も
含
め
て
、
実
範
点
で
は
不
読
と
さ
れ
る
か
、
「
シ
テ
」
ま
た
は
「
オ
イ
テ
」
訓
が
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
対
し
て
東
大
寺
点
資
料
で
は
、
実
範
点
と
同
様
に
不
読
と
す
る
も
の
、
「
シ
テ
」
ま
た
は
「
オ
イ
テ
」
訓
が
与
え
ら
れ
た
と
判
断
さ
れ
る

例
の
他
に
、
右
の
例
の
如
く
、
「
オ
ケ
」
や
「
オ
イ
テ
ス
」
と
詞
の
訓
が
与
え
ら
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
実
範
点
で
は
、
⑭
に
認
め
ら
れ
る

よ
う
に
、
「
ニ
セ
ヨ
」
は
「
頂
」
字
に
読
み
添
え
ら
れ
て
、
「
於
」
字
は
、
不
読
と
す
る
か
、
辞
の
訓
に
読
ま
れ
る
か
で
あ
る
。

「
所
」
字
の
訓
読
に
つ
い
て
、
「
所
有
」
の
訓
読
に
、
実
範
点
で
は
二
様
の
訓
読
が
現
れ
る
。
「
ア
ラ
ユ
ル
」
と
訓
読
さ
れ
る
場
合
と
、
音
読

さ
れ
る
場
合
と
で
あ
る
。
以
下
に
例
示
し
た
如
く
で
あ
る
が
、
こ
の
二
様
の
訓
読
に
は
、
あ
る
法
則
性
が
帰
納
さ
れ
そ
う
で
あ
る
。

ユ

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

⑮
所
　
有
　
微
　
塵
　
敢
　
為
　
金

ヽ

と

剛
　
薩

ののの

ユ
ル

⑯
所
　
有
　
如
　
来
　
三

ヽ

の

ヽ

の

と

な
る
と

る
との

界
　
主

壇
針°

と

00

と

°

と

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

と
し
て

ヽ
とと

し

て

と

し

て

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

実
　
範
　
の
　
訓
　
読



⑰
鵜

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

の

有
　
諸
　
如
　
来

ヽ（反）
ヽヽ

の

⑱
人
　
天
　
之
　
所
　
有
　
種
　
種
　
諸
　
戯
　
弄ロ

ウ
を

ケ
　
　
　
　
ロ
ウ

の
　
　
　
　
　
　
ロ
ウ

（
実
節
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

実
範
点
に
お
け
る
二
様
の
訓
読
は
、
こ
れ
に
先
行
し
て
連
体
修
飾
語
に
当
た
る
も
の
が
存
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
読
み
分
け
ら
れ
て
い
る
も

の
と
理
解
で
き
そ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
音
読
例
は
、
連
体
修
飾
に
応
じ
て
漢
語
名
詞
と
し
て
訓
読
さ
れ
、
連
体
修
飾
語
が
上
接
し
な
い
場
合

に
連
体
詞
訓
が
与
え
ら
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
訓
読
が
為
さ
れ
て
い
る
の
は
、
東
大
寺
点
資
料
に
お
い
て
は
寛
仁
四
年
点
で

あ
っ
て
、
保
安
元
年
点
で
は
右
掲
例
以
外
の
も
の
も
含
め
て
音
読
主
体
の
中
⑯
の
別
訓
と
⑰
に
「
ア
ラ
ユ
ル
」
訓
が
出
現
し
て
い
る
も
の
と

理
解
さ
れ
、
天
養
二
年
点
で
も
音
読
主
体
の
中
⑰
に
「
ア
ル
ト
コ
ロ
ノ
」
訓
が
出
現
し
て
い
る
。
鎌
倉
初
期
点
も
音
読
主
体
で
あ
る
が
、
⑬

⑰
に
「
ア
ラ
ユ
ル
」
訓
が
出
現
し
て
、
東
大
寺
点
資
料
に
お
け
る
「
所
有
」
の
訓
読
は
、
実
範
点
の
訓
読
の
法
則
性
に
は
叶
わ
ず
、
不
統
一

な
訓
読
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

「
所
」
字
は
外
に
、



に

　

の

　

せ

る

⑩
身
　
口
　
意
　
業
　
所
　
生
（
反
）
罪

の
　
　
に
　
た
る
　
　
　
（
反
）
　
を

に
　
　
の
　
ス
（
反
）

に
　
　
の
　
　
（
反
）
　
を

に
　
　
　
】
　
　
せ
る
　
　
を

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

に
　
　
　
の
　
　
　
せ
る

⑳
金
　
剛
　
三
　
業
　
所
　
生
（
．
反
）
福

のの

　

　

　

　

－

のの

に
　
　
　
　
　
　
　
の
　
（
レ
）
た
り

⑳
薦
　
容
　
畢
反
）
所

の
　
　
た
り

とと

の

　

　

へ

反

）

　

と

ヽ

と

カ

タ

サ

翳
。

タ
ラ
サ
レ

（
実
節
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

の
（
反
）
レ
タ
リ
　
カ
（
ク
サ
）
（
反
）

0

の
（
反
）
た
り

°

の
（
反
）
た
り

カ
ク
サ
レ

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

の
如
き
例
が
存
す
る
。
実
範
点
で
は
訓
読
に
従
う
場
合
、
「
ト
コ
ロ
」
訓
ま
た
は
助
動
詞
「
ル
」
を
当
て
る
よ
う
で
あ
る
が
、
東
大
寺
点
資
料

実
　
範
　
の
　
訓
　
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
〇

で
は
、
「
ト
コ
ロ
」
訓
の
他
に
助
動
詞
「
ル
」
、
「
ク
リ
」
を
与
え
て
お
り
、
「
ル
」
が
動
詞
に
読
み
添
え
ら
れ
る
場
合
と
、
「
所
」
字
を
直
読
す

る
場
合
が
存
す
る
。

実
範
点
に
お
け
る
「
所
」
字
を
含
ん
だ
字
句
の
音
読
訓
読
出
現
は
、
「
所
有
」
の
場
合
に
準
じ
た
法
則
性
が
認
め
ら
れ
る
が
、
次
の
例
は
、

例
外
と
認
め
ら
れ
る
。

へ

と

　

　

　

に

　

　

　

の

　

を

⑳
示
　
　
我
　
所
　
行
　
虞
。

ト
マ
ウ
シ
寺
　
　
　
　
に

ク
マ
へ
　
　
　
　
　
カ

し
タ
マ
へ
と
　
　
　
か

へ
ト
マ
ウ
ス
　
　
　
に

をををを

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

を
　
　
メ
ム
ト

⑳
所
　
求
　
令
　
満
　
足
。°

と

0

を
　
　
　
　
ム

0

を

　

　

　

む

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

例
⑳
は
、
用
例
末
に
「
虞
」
字
が
存
し
て
、
訓
読
に
従
え
ば
「
ト
コ
ロ
」
訓
の
重
出
の
可
能
性
が
存
す
る
例
で
あ
る
。
⑳
の
音
読
出
現
に
つ

い
て
は
、
例
外
と
し
て
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。

実
範
点
に
お
け
る
「
所
」
字
の
訓
読
に
は
比
較
的
定
ま
っ
た
方
式
が
存
す
る
も
の
と
帰
納
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
比
べ



て
東
大
寺
点
資
料
に
お
け
る
訓
読
は
、
一
般
に
未
整
理
の
感
が
強
い
も
の
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

最
後
に
、
ク
語
法
の
出
現
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

ま

　

　

　

　

　

　

　

　

に

　

　

　

　

し

㊧
願
l
一
切
　
衆
　
生
　
成
　
就
　
五

の

　

を

種
　
明
（
反
）

の
　
　
を
（
反
）

を
（
反
）

をを
（
反
）

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

に

　

　

ク

⑳
諸
　
悌
　
同
　
音
　
言

に
し
て
　
　
くハ

ク

エ

　

　

　

　

ノ

ヽ

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

実
範
点
に
お
け
る
ク
語
法
は
、
右
に
掲
げ
た
「
腰
」
、

「
言
」
の
二
字
に
つ
い
て
出
現
し
、
仮
名
点
な
ど
の
加
点
が
存
し
な
い
が
、
陀
羅
尼
の

直
前
に
存
す
る
「
日
」
字
に
対
し
て
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
東
大
寺
点
資
料
に
は
、

実
　
範
　
の
　
訓
　
読



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

へ

　

し

て

　

　

　

　

　

を

⑳
復
　
想
、
礼
　
　
　
悌
　
足
（
反
）

0

し
た
て
ま
つ
る
と
　
　
の
　
　
　
を

て
　
　
　
　
　
と

て
　
　
　
　
　
と

す

　

の

⑳
復
　
作
　
是
　
思

サ
くく

　

　

　

の

す

の
　
み
（
ア
シ
）
を

ヽ

のを

惟（反）ヽ

を（反）0ヽ

を

を
（
反
）

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

⑳
復
　
白
　
諸
　
世
　
尊
。

ヽ

に（反）0

にこ

（
実
範
点
）

（
寛
仁
四
年
点
）

（
保
安
元
年
点
）

（
天
養
二
年
点
）

（
鎌
倉
初
期
点
）

の
如
く
「
想
」
、
「
作
」
、
「
白
」
字
な
ど
に
出
現
し
て
い
る
。
実
範
点
に
お
け
る
ク
語
法
の
出
現
は
、
漢
文
訓
読
に
お
け
る
ク
語
法
頻
出
の
字



種
に
限
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

以
上
、
助
字
の
訓
読
法
を
中
心
に
実
範
点
に
お
け
る
訓
読
法
の
特
徴
を
、
東
大
寺
点
と
比
較
し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
が
、
東
大
寺
点
と

比
較
す
る
と
実
範
点
の
訓
読
は
、
整
理
さ
れ
、
ま
た
統
一
的
な
訓
読
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
他
宗
派
に
お
け
る
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
諦
儀
軌
の
訓
読

真
言
宗
も
円
堂
点
加
点
の
広
沢
流
関
係
の
資
料
や
中
院
僧
正
点
加
点
資
料
で
の
訓
読
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
円
堂
点
・
中

院
僧
正
点
の
加
点
資
料
は
、
多
く
は
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
円
堂
点
資
料
は
石
山
寺
蔵
（
校
倉
第
一
二
函
第
∵
七
号
）
天
永
三
年
・
保
安
四

年
点
、
高
山
寺
蔵
（
重
文
第
三
部
第
五
六
号
）
養
和
元
年
点
に
つ
い
て
、
中
院
僧
正
点
資
料
は
東
寺
観
智
院
蔵
（
第
二
〇
九
函
第
三
号
）
院
政
期

点
を
取
り
上
げ
て
、
こ
れ
に
現
れ
た
訓
読
法
を
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

天
台
宗
系
で
は
、
寺
門
派
の
資
料
と
し
て
西
基
点
加
点
の
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
永
延
元
年
・
長
保
六
年
点
、
高
山
寺
蔵
（
重
文
第
二
部
第
一

一
四
号
）
永
承
六
年
点
、
石
山
寺
蔵
（
校
倉
第
一
五
函
第
一
号
）
天
永
三
年
点
を
取
り
上
げ
、
山
門
派
の
資
料
と
し
て
宝
憧
院
点
加
点
の
東
寺
観

智
院
蔵
（
第
二
九
函
第
二
四
号
）
天
喜
二
年
点
、
東
寺
観
智
院
蔵
（
第
二
〇
九
函
第
四
号
）
天
喜
五
年
・
永
保
二
年
点
、
高
山
寺
蔵
（
重
文
第
三

部
第
五
六
号
）
養
和
元
年
点
と
仁
都
波
迦
点
資
料
と
し
て
石
山
寺
蔵
（
校
倉
第
一
二
函
第
一
九
号
）
院
政
期
点
を
取
り
上
げ
る
。

「
者
」
字
に
つ
い
て
は
何
れ
の
資
料
に
も
「
ヒ
ト
」
訓
を
与
え
た
例
が
認
め
ら
れ
ず
、
「
モ
ノ
」
の
加
点
例
が
存
し
て
「
モ
ノ
」
に
訓
ぜ
ら

れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

「
及
」
字
の
訓
読
で
は
、
天
台
宗
寺
門
派
の
西
基
点
加
点
資
料
に
お
い
て
加
点
さ
れ
て
、
専
ら
「
オ
ヨ
ビ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
た
も
の
と
認
め
ら

れ
、
仁
都
波
迦
点
資
料
に
「
ト
及
…
ト
」
の
訓
読
が
確
認
さ
れ
な
い
他
は
、
「
オ
ヨ
ビ
」
訓
と
共
に
「
…
ト
及
…
ト
」
の
訓
読
が
認
め
ら
れ

る
。
天
台
宗
山
門
派
系
の
宝
憧
院
点
加
点
資
料
で
は
、
資
料
に
よ
り
訓
読
に
差
が
存
す
る
よ
う
で
、
天
喜
二
年
点
で
は
、
「
…
ト
及
…
ト
」
の

訓
読
は
二
例
出
現
す
る
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
天
喜
五
年
・
永
保
二
年
点
で
は
そ
の
用
例
数
が
増
し
、
義
和
元
年
点
で
は
殆
ど
が
こ
れ

実
　
範
　
の
　
訓
　
読
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に
従
っ
て
い
る
。
真
言
宗
の
中
院
僧
正
点
加
点
資
料
、
円
堂
点
加
点
資
料
に
お
い
て
は
、
「
…
ト
及
…
ト
」
の
訓
読
の
出
現
傾
向
が
強
い
。

文
中
の
「
而
」
字
の
訓
読
を
取
り
上
げ
て
み
る
と
、
不
読
例
と
共
に
、
中
院
僧
正
点
や
円
堂
点
資
料
で
は
「
シ
カ
モ
」
訓
が
、
天
台
宗
系

の
資
料
に
は
「
シ
カ
モ
・
シ
カ
ウ
シ
テ
」
訓
が
認
め
ら
れ
る
。

「
於
」
字
の
訓
読
で
は
、
不
読
や
辞
の
訓
の
他
に
、
何
れ
の
資
料
に
も
「
オ
ク
」
や
「
オ
イ
テ
ス
」
の
詞
の
訓
の
出
現
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

他
、
中
院
僧
正
点
資
料
に
は
、

し

て

　

を

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

て

を

○
旋
舞
　
掌
於
（
待
）
頂
（
反
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
観
察
於
（
待
）
十
方
（
反
）

の
如
く
の
助
詞
「
ニ
」
や
「
ヲ
」
　
の
直
読
例
が
存
す
る
。

「
所
」
字
の
訓
読
に
つ
い
て
は
、
「
所
有
」
の
例
を
取
り
上
げ
る
が
、
円
堂
点
資
料
に
お
い
て
は
、
連
体
修
飾
の
前
接
の
如
何
に
関
わ
ら
ず

音
読
、
訓
読
が
任
意
に
出
現
し
て
い
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
中
院
僧
正
点
と
、
西
基
点
資
料
で
は
、
基
本
的
に
は
実
範
の
訓
読
と
同
様
の

傾
向
性
が
存
す
る
よ
う
で
、
連
体
修
飾
が
前
接
し
て
い
る
場
合
は
音
読
に
従
い
、
連
体
修
飾
が
前
接
し
て
い
な
い
場
合
の
文
中
例
や
、
文
頭

に
存
す
る
場
合
は
「
ア
ラ
ユ
ル
」
と
訓
読
に
従
っ
て
い
る
。
宝
憧
院
点
や
仁
都
波
迦
点
資
料
で
は
、
別
訓
併
記
で
同
一
箇
所
に
音
読
、
訓
読

両
様
出
現
す
る
場
合
も
あ
り
、
「
ア
ラ
ユ
ル
」
訓
が
出
現
し
て
い
る
箇
所
も
存
す
る
が
、
一
般
的
に
音
読
傾
向
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。

ク
語
法
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
円
堂
点
資
料
に
お
い
て
東
大
寺
点
と
同
様
に
「
想
・
作
・
白
」
字
に
ク
語
法
が
出
現
す
る
。
宝
憧
院
点
資

料
に
は
、
実
範
点
に
認
め
ら
れ
る
他
に
「
白
」
　
に
つ
い
て
ク
語
法
が
出
現
し
て
い
る
。

以
上
の
結
果
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
次
貢
の
表
で
あ
る
。

他
宗
派
の
訓
点
資
料
の
訓
読
を
検
討
す
る
に
、
右
に
取
上
げ
た
比
較
項
目
の
全
て
に
わ
た
っ
て
実
範
点
の
訓
読
と
一
致
す
る
訓
読
が
行
わ

れ
て
い
る
資
料
は
見
出
し
難
い
。
し
か
も
、
多
く
の
資
料
に
つ
い
て
、
実
範
点
ほ
ど
の
緊
張
し
た
統
一
的
訓
読
は
果
た
さ
れ
て
は
い
な
い
よ

う
で
、
金
剛
界
儀
軌
一
資
料
内
で
の
訓
読
の
ゆ
れ
が
間
々
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
に
整
理
し
た
と
こ
ろ
に
従
え
ば
、
実
範
点
の
訓
読
の
方
向
性
は
、
東
大
寺
点
加
点
資
料
が
示
す
よ
う
な
、
謂
わ
ば
、
古
い
訓
読
法



ク
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法

所
有

於
而（文

中

）

及 者

願 音体接
（

街金
属シ 不

＿
シオ 不

＿
オ モ 実

ル

喜

ニ 読彦）
ヽ

連前） 読ティ 読 ヨ ノ 巳
呂 （飾訓体接 又テ ビ 訓 点院
’
日 連前読修ナ ま訓 訓 点

願

・
言

想

・
作

音任 不シイオテ 不モウ オ モヒ 真東

読

．

意 読テテクス 読
、

’
テ

．

シ
テ

トヨ ノト 言大

又‾三副 及ビ 叫訓三 宗
’
日

．

‘白 訓 ’まオ シシ訓 訓 ア 点

読 オイ カカ ト ‖
ノ

願

・
言

想

・
作

音任 不シイオテ 不シ オ モ 真円

読

．

意 読テテクス 読カ トヨ ノ 言堂

壬三
＿ モ ビ 訓 宗点

’
日

．

’
白 訓 ’まオ 訓 訓

読 オイ ト

願 音修訓修シ 不又訓オニ 不
＿

シ オ モ 真
＿

中

°壬
読飾読飾） 読へまヽイ 読カ トヨ ノ

＿

吉院

百
°

（前
（

前 ヽオオテヲ
′

モ 及ビ 訓 宗曲
目

日 連接連接 シイクス訓 訓 訓 正

体）
ヽ

体ナ テテ訓 ト 点

願 音修訓修シ 不シイオ 不

＿
シカ オ モ 天西

°
三

読飾
．

飾） 読テテク 読カウ ヨ ノ
＿

台墓

百
°

（前
（

前 又訓訓 モシ ビ 訓 宗点

日 連接連接 ま テ 訓

体）
ヽ

体ナ オ シ訓

願

ニ

白 音 不シイオテ 不シカ オ モ 天山

読 読テテクス 読カウ ヨト ノ
＿

台門

、呂 傾 又訓訓 モシ ビ及 訓 宗派

’
日

．

向 は
ォ

オ
ィ

’

シ

テ
訓

訓：
：
ト

実
　
範
　
の
　
訓
　
読
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三
五
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（
注
　
＊
天
台
宗
山
門
派
資
料
に
は
、
宝
憧
院
点
加
点
資
料
と
仁
都
波
迦
点
加
点
資
料
を
含
む
。
）

の
払
拭
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
も
、
そ
の
訓
読
は
、
当
時
の
一
般
的
仏
書
の
漢
文
訓
読
法
に
お
い
て
さ
え
革
新
的
で
あ
っ

た
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
実
範
点
の
訓
読
が
、
実
範
自
身
の
創
意
に
依
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
既
に
行
わ
れ
て
い
た
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
を
継
承
し
た
も

の
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
実
証
す
べ
き
手
だ
て
を
持
ち
合
わ
せ
て
は
い
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
右
に
取
り
上
げ
た
資
料
に
関

す
る
限
り
、
真
言
宗
も
東
大
寺
点
、
中
院
僧
正
点
、
円
堂
点
の
訓
読
な
ど
を
そ
の
ま
ま
喜
多
院
点
に
改
変
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

四
、
随
心
院
蔵
金
剛
頂
蓮
華
部
心
念
講
儀
軌
の
訓
読

右
に
述
べ
た
実
範
の
訓
読
は
、
以
後
ど
の
様
に
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
具
体
的
に
考
え
る
べ
き

資
料
は
、
現
在
管
見
に
多
く
の
も
の
は
入
っ
て
い
な
い
。
た
だ
、
随
心
院
に
は
、
第
三
函
第
八
号
と
し
て
、
養
和
二
年
に
朱
の
喜
多
院
点
の

加
点
さ
れ
た
金
剛
界
儀
軌
一
帖
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
は
、
次
に
掲
げ
た
通
り
で
あ
る
。

（
奥
書
）
養
和
二
年
三
月
十
五
日
於
中
川
以
先
師
／
円
明
房
之
御
本
書
寓
己
　
　
金
剛
備
子
讃
聖

（
朱
書
）
「
同
四
月
廿
五
日
於
奈
良
移
鮎
了
二
交
了
」

奥
書
中
の
僧
侶
に
つ
い
て
、
円
明
房
は
、

法
務
法
印
定
賢

討
林
覚

勝
覚

寛
仁

一
澄
覚

深
勝

円
明
房
阿
＼
、

聖
如

定
海

（
醍
醐
寺
蔵
博
法
濯
頂
師
資
相
承
血
脈
に
よ
る
）

右
に
認
め
ら
れ
る
探
勝
で
あ
ろ
う
か
と
認
め
ら
れ
る
が
、
謹
聖
に
つ
い
て
は
未
勘
で
あ
る
。



こ
の
金
剛
界
儀
軌
に
つ
い
て
、
実
範
加
点
の
金
剛
界
儀
軌
と
比
較
す
る
と
、
種
種
の
異
同
が
存
す
る
。
本
文
の
用
字
に
異
同
が
存
し
、
多

く
は
陀
羅
尼
の
部
分
で
あ
っ
て
、
陀
羅
尼
に
お
け
る
割
注
部
分
や
、
陀
羅
尼
の
用
字
の
違
い
が
存
し
て
い
る
。
漢
文
本
文
に
も
「
無
（
実
範
点
）

－
元
（
菱
和
二
年
点
）
」
、
「
我
今
（
実
範
点
）
1
我
皆
（
義
和
二
年
点
）
」
な
ど
の
異
同
が
存
す
る
。
漢
文
本
文
自
体
に
つ
い
て
は
、
東
寺
観
智
院

蔵
実
範
点
と
随
心
院
蔵
養
和
二
年
点
で
は
、
別
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
両
者
の
訓
点
を
比
較
す
る
と
、
非

常
に
よ
く
一
致
す
る
。
基
本
的
に
は
実
範
点
に
加
点
さ
れ
た
仮
名
点
は
そ
の
ま
ま
養
和
二
年
点
の
仮
名
点
に
一
致
し
、
実
範
点
の
ヲ
コ
ト
点

は
そ
の
ま
ま
義
和
二
年
点
の
ヲ
コ
ト
点
に
一
致
す
る
。
た
だ
、
訓
点
に
お
け
る
両
者
の
異
同
例
が
全
く
存
し
な
い
訳
で
は
な
い
。
異
同
例
の

殆
ど
は
、
実
範
点
に
存
し
て
い
る
句
切
点
、
得
点
、
声
点
、
ヲ
コ
ト
点
（
多
く
は
星
点
）
、
ま
た
は
仮
名
点
が
養
和
二
年
点
に
お
い
て
欠
落
し
て

い
る
と
い
う
異
同
例
で
あ
る
。
ま
た
、
若
干
で
は
あ
る
が
、
実
範
点
の
ヲ
コ
ト
点
が
養
和
二
年
点
で
仮
名
点
に
対
応
す
る
例
や
、
実
範
点
の

加
点
の
な
い
と
こ
ろ
に
養
和
二
年
点
で
は
仮
名
点
の
存
す
る
場
合
な
ど
が
存
す
る
が
、
量
的
に
は
例
外
に
属
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

か
か
る
異
同
例
は
、
本
文
の
異
同
に
関
す
る
点
を
除
い
て
如
何
な
る
部
分
に
お
い
て
も
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
の
異
同
を
示
す
も
の
で
は
な

く
、
細
部
に
わ
た
る
ま
で
両
者
の
訓
読
は
一
致
し
て
い
る
と
認
め
て
矛
盾
は
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
全
面
的
移
点
を
目
指
し
な
が
ら
も
移
点

さ
れ
る
段
階
で
混
入
し
た
異
同
例
で
あ
る
と
認
め
て
良
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
養
和
二
年
点
は
、
実
範
の
訓
読
を
出
自
と
す
る
系

統
の
訓
読
を
、
全
く
の
移
点
と
い
う
形
で
伝
承
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

ま
た
、
実
範
自
身
の
加
点
資
料
が
確
認
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
仁
和
寺
蔵
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
儀
軌
音
義
院
政
期
点
と
高
山

寺
蔵
金
剛
頂
経
二
子
頂
輪
王
儀
軌
音
義
鎌
倉
初
期
点
と
は
、
共
に
朱
、
白
二
種
の
喜
多
院
点
の
加
点
資
料
で
あ
る
。
こ
の
両
資
料
の
訓
点
も

非
常
に
よ
く
一
致
し
、
移
点
を
基
本
と
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
実
範
の
訓
読
の
伝
承
形
態
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
鎌
倉
時
代
以
降
に
ど
の
様
に
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
の
検
討
が
必

要
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
が
、
喜
多
院
点
と
い
う
形
式
の
ヲ
コ
ト
点
が
、
鎌
倉
時
代
以
降
衰
退
に
向
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
実
範
の

訓
読
が
喜
多
院
点
と
い
う
ヲ
コ
ト
点
の
形
式
を
備
え
た
ま
ま
で
全
面
的
な
移
点
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
な
こ

実
　
範
　
の
　
訓
　
読
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と
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、
実
範
の
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
の
内
の
六
項
目
を
取
り
上
げ
て
比
較
を
試
み
て
き
た
が
、
金
剛
界
儀
軌
以
外
の
成
身
院
本
を
中
心
と

す
る
真
言
宗
の
喜
多
院
点
所
用
資
料
に
お
け
る
訓
読
が
、
同
様
の
実
態
を
示
す
も
の
で
あ
る
の
か
の
問
題
や
、
現
存
の
真
言
宗
の
喜
多
院
点

所
用
資
料
に
は
、
複
数
種
の
加
点
が
な
さ
れ
た
も
の
が
多
数
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
状
況
が
ど
の
よ
う
な
訓
読
の
実
態
を
指
し
示

し
た
も
の
で
あ
る
か
の
検
討
は
、
全
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注1
、
築
島
　
裕
「
中
川
成
身
院
本
に
つ
い
て
」
　
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）

2
、
拙
稿
「
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
」
　
（
国
文
学
致
第
一
三
二
・
一
三
三
合
併
号
、
平
成
四
年
三
月
）

［
付
記
］

本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
資
料
の
閲
覧
に
関
し
て
は
高
山
寺
、
石
山
寺
、
東
寺
、
随
心
院
、
大
東
急
記
念
文
庫
各
位
の
御
高
配
を
恭
く
し
た
。
又
、

御
教
示
を
賜
っ
た
小
林
芳
規
先
生
、
沼
本
克
明
氏
に
深
謝
申
し
上
げ
る
。




